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論文審査の結果の要旨 

サイドマイドとその誘導体はマウスでは血液腫瘍に対して効果を示さない。その理由はサリドマイドが

細胞内のCereblon (以下Crbn) を介してその機能を発揮するが、ヒトとマウスでは Crbn  は一つのアミノ

酸残基が異なることによることが分かっている。今回申請者はCrbn をヒト型に遺伝子編集したマウスを用

いて、サリドマイド誘導体がマウスにおいて腫瘍に対して効果を示すこと、更に、サリドマイド誘導体の

抗炎症作用は Crbn を介さないでその効果を発揮することを明らかにした。 

この研究は世界的にも最初のものであり、高く評価される研究成果である。 

 よって、博士学位論文に値するものと認める。 


